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潮来市の財政事情
令和5年度

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」による
財政の「健全化判断比率」と公営企業の「資金不足比
率」をお知らせします。

健全化判断比率

潮来市の財政運営の健全度を示す指標は以下のとおりです。いずれも早期健全化基準や財
政再生基準を下回っていますので、潮来市の財政状況は良好な状態です。

健全化判断比率とは、財政破綻を未然に防ぐことを目的として、
財政状況を統一的な指標で明らかにする４つの指標のこと。

※１　財政の早期健全化へ向けて財政（経営）健全化計画の策定が必要となる基準
※２　財政の再生に向けて財政再生計画の策定や、地方債の借り入れに国の同意手続きが必要になる基準

※３　地方公共団体が運営する水道事業などの企業活動
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「経常収支比率」とは、毎年入ってくる市税などの一般収入に対して、人件費や公債費など毎年払
わなければならない支出が、どのくらいの割合かを表す指標です。この割合が高いほど財政の硬直
度が高く、低いほど財政にゆとりがあることになります。

指標名 令和5年度末 令和4年度末 比較

経常収支比率 93.0％ 83.9％ +9.1％

比率は前年度より上昇し、財政の硬直度は高くなりました。健全な財政の維持に努めていきます。

魅力と活力にあふれた「住みたいまち潮来」の実現を
目指し、行政サービスのあり方については常に点検を
行い、適正化を図っています。市の財政について関心
を持っていただき、みんなで一緒に正しい使い方につ
いて考えていきましょう。

【お問合せ】財政課　財政グループ　☎63－1111　内線222・224

経常収支比率
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